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ICT 土工全面活用による高効率で確実な造成工事に関する報告 
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概  要 
 
 
 


 本報告は，ひょうご小野産業団地の造成工事において，国土交通省の ICT 土工活用工事に求められている 5項目 
（3次元起工測量，3次元設計データ作成，ICT建設機械による施工，3 次元出来形管理等の施工管理，3次元データの

納品）へ対応した事例を紹介するものである． 
本工事は，開発区域内で切盛土量を均衡させて場外搬出を行わない計画であった．そのため，工事着手時に正確な土

量を把握して完成形を設定し，施工進捗毎の出来高（切土量，盛土量）が計画通りであることを確認しつつ，変化が生

じた場合には完成形状の変更協議を速やかに行う必要があった． 
そこで，ドローンによる土量管理を日々実施し，施工済み範囲の切土量と盛土量から土量変化率を求め，未施工範囲

の施工量を正確に把握することで，完成形状を常に確認できる体制とした．さらに，施工段階毎の出来形検査に迅速に

対応するために，狭小領域対応可能なUAV出来形計測を検証・適用した結果について報告する． 


成  果 
 
 
 



 国土交通省の ICT 土工活用工事に求められている 5項目全てを達成し、ICT活用工事（ICT 土工）として完遂した． 
 ICT建設機械の導入効果（管理人員の削減効果）を確認した． 
 日々の施工出来高（切土量，盛土量）をUAV（ドローン）による写真測量にて確認し，完成形状を正確に管理した

結果、完成形状の変更協議は施工中間時と竣工時の2回に限定できている． 
 狭小領域に対応可能な UAV 出来形計測を検証し，ラップ率と標定点数を増やすほど測定精度は向上することが判

った．さらに，斜め方向の写真を加えることが測量精度の確保に大きな効果を与えることを確認した． 
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図－３ 法面での出来形評価結果 

図－２ 法面（狭小領域）の計測データ 

図－１ 施工出来高（切土量，盛土量）の管理画面 

写真－１ EverydayDrone（EdgeBox）の操作状況 
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